
第3章　研究開発項目別実践報告

国内・海外の高校・大学との交流について 
桃園市立經國國民中學との学校交流 

国際部 中野靖子             

1. 目 的

英語を用いて様々な国の人々と国際交流を行うことにより、

コミュニケーション力を高め、異文化理解や国際理解を深

める。また授業に参加し、同じ課題に取り組むなど主体的・

協働的な学びを通して、主体性や実践力を身に付ける。 

2. プログラム概要

經國國民中學の生徒20名、教員2名が本校を訪問。夏
に海外語学研修を終えた3年生と小石川フィロソフィーの授
業体験や文化交流など行った。 
表 1 日時：平成 27年 11月 11日（水）12時～16時 
１２時 到着 
昼休み ウエルカムランチ 昼食・交流 
5限 授業体験 小石川フィロソフィー 

理科「自然科学・探究活動の基礎」 
社会「裁判の変遷と裁判員制度」 
体育「スポーツ理論及び実習」 
英語「Reading for Pleasure」  等 
（各講座に分かれて授業体験） 

６限 避難訓練 
地震・火災の避難訓練に参加 

７限 文化交流 
台湾生徒による学校紹介・演奏 
小石川生よる日本文化紹介・合唱 

  記念品贈呈・記念写真 
〔理科「自然科学・探究活動の基礎」〕 
台湾の生徒と共に相関係数について演習・発表を行う。

与えられたデータをもとにグラフを作成、相関係数を計算す

るなど、協力して課題に取り組んだ。 
避難訓練では、地震と地震による火災の発生を想定。教

室内では机の下へもぐり、その後、火災から身を守るために、

迅速に校庭へ避難した。台湾の生徒と共に真剣に訓練を行

った。 
文化交流では、台湾生徒による学校紹介、本校生徒によ

る「大地讃頌」の全員合唱を行うなど有意義な交流の時間と

なった。 

３．成果と課題 
小石川フィロソフィーの授業を一緒に受けて、異文化の

生徒たちと共に学び課題に取り組むよい機会となった。また、

避難訓練に参加し、防災に関する興味関心も高まった。英

語だけでなく、台湾語にも接するよい機会となった。 

国内・海外の高校・大学との交流について 
シンガポールとの学校交流について 

国際部 中野靖子             

１． 目 的 
本校では６年間を通して全生徒を対象に英語をツールと

する国際理解教育を推進し、国際交流を活発に進めている。

海外修学旅行は、これら国際理解教育を総括する教育活

動であり、決められた課題について議論するなど、相手国の

高校生と学校交流することを目的の１つとしている。 
学校交流を通して相互の意見交換を行い、 自主性、協

調性を養うとともに、生徒相互の親睦を図る。 

２． 事前学習 
英語をコミュニケーションのツールとして使用し意見交換

を行うために、英文のポスターセッション用のポスターや説

明準備、ディスカッションの準備をしている。また、代表生徒

によるパワーポイントを利用したフィロソフィーの研究発表の

準備も行う。 

３． 学校交流 
Pioneer Junior College、Commonwealth Secondary 

School、St. Hilda’s Secondary School、Hong Kah 
Secondary Schoolの４校と学校交流を行う。 
表 1 
活動内容（基本パターン） 
◇オープニング 

Ceremony ：生徒代表の挨拶・学校交流記念品の贈呈 
 スクールツアー 
◇ポスターセッション 

 ポスター発表 課題研究のポスターを掲示し、その前で 
   発表を行う。 
◇ディスカッションセッション 
①グループでディスカッションを行う。（40分）
②グループごとに提言をまとめ、発表する。（20分）
＊「環境」というテーマに関するディスカッション  
＊各グループは「汚染」「気候変動（温暖化）」「資源」の 
３つのサブテーマについて話し合う。 

◇プレゼンテーションセッション 
①代表生徒によるパワーポイントを使った研究発表

②閉会式

４． 成果と課題 
英語をコミュニケーションのツールとして利用し、異文化

の生徒たちと共に学び、意見交換をするよい機会となった。 

国内・海外の高校・大学との交流について 

海外理数系授業参加プログラム 
ＳＳＨ部 上村礼子              

１. 期間 ８月２日（日）から８月 15日（土）

２. 場所  南オーストラリア州アデレード市

グレナンガインターナショナルハイスクール 

南オーストラリア大学・アデレード大学等 

３. 参加生徒

４年生 10名（男子５名、女子５名） 

参加希望者に選考課題と面接試験を実施し、参加者を決

定。 

４. 目的

国際社会に活躍する理数系人材を育てることをねらいとし

、特に理数に高い興味・関心を抱く後期課程の生徒を対

象に、本プログラムを実施する。

５. プログラムの概要

南オーストラリア州アデレード市のグレナンガハイスクール

で国際バカロレアディプロマコースの理数系の授業を中

心に参加。アデレード大学や南オーストラリア大学での施

設見学や研究者からの講義、高度な研究に関する実験な

どに参加。

６. 成果と課題

（１）成果 

参加生徒のアンケートによる満足度は 94.0％（昨年度

76.6％）であった。内５名は満足度 100％となっている。今

回は、５月11日に南オーストラリア州教育省のアンドレア氏

が小石川を訪問するという機会を得たことで、直接英文の

要望書を渡し、要望する理由も含めて説明し、打ち合わせ

ができたことで、昨年の課題になっていた６項目について

全て改善することができた。要望したことは以下の６項目で

ある。 

① 事前研修で生徒に指導する内容を現地の授業に合わ

せるために、事前にプログラム期間中に行われる授業

の単元と内容の情報共有。

② 授業で使うパソコン設定を初日に現地において行う時

間の確保と、ICT についてのサポートをしてほしい。グレ

ナンガのWebに入ることが出来るように生徒に IDとパス

ワードをそれぞれ与える。

③ IB の理数系の授業を受けることが目的であるが、文系

の授業や自習となる場合は、IB でない理数系の授業を

受けさせてほしい。

④ 授業を受けることを目的としているので、遠足は必要な

い。 

⑤ ８月８日（土）のサイエンスアライブへのホームステイ先

からの参加。

⑥アデレード大学などでの大学の研究室での実験の参加。

授業が途中で途切れないように、アデレードに到着日に大

学訪問を設定

以上の項目が全て改善されたのは、教育省の協力に加

え、グレナンガの本プログラム担当のナターシャ先生が、学

校全体への職員への周知と、本校の要望を受け入れるため

に、生徒自治会も動かしながら、昨年から大きく内容を改善

し、対応して下さったことが要因となっている。 

また、以下のような成果もあった。 

・大学での実験やサイエンスアライブの参加について 

 今回、初日に南オーストラリア大学のプラネタリウム、アデ

レード大学の植物に関する実験の参加を行った。昨年はプ

ログラムの途中で大学訪問や、金曜日の午後にサイエン

スアライブの見学が入っていた。昨年の参加生徒のアン

ケートでは、授業を途中で欠課することになるという回答が

あったが、土曜日にホームステイ先から参加することで、こ

の点が改善された。 

・授業について 

  小石川の生徒一人に４人以上のスクールバディがついて

おり、授業の教科は、要望どおり IB の理数系授業を優先

し、一般の理数系授業も組み込まれていた。時々シネマ

やフィルムなどの活動や英語、中国語、フランス語などの

語学や歴史が入っていることも生徒にとっては気分転換に

なるようであった。自習の時間がなく、宿題は自宅で行って

いた。パソコンも授業だけでなく、自宅学習でも活用してお

り、昨年の課題は改善された。 

・スクールバディについて 

生徒自治会を中心とした生徒が、スクールバディを自治的

に決定し、本校の生徒が授業を受ける際、困ることがない

よう連携して、教室移動時に誘導するなどのサポートをして

くれた。スクールバディのホスピタリティやリーダーシップ

が、本校の生徒によい刺激となり、グレナンガのリーダー会

議に参加したいという生徒や自主的に朝の生徒活動に参

加する本校生徒の姿もあった。 
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